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現
在
、
地
域
の
人
々
の
し
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

大
洗
・
旭
・
常
澄
の

1
町
2
村
が
広
域
行
政
の
一
環

と
し
て
昭
和

ω年
に
設
立
し
た
、
同
環
境
衛
生
組
合

に
よ
り
行
な
わ
れ
て
お
り
、
当
町
成
田
町
に
設
置
さ

れ
て
い
る
し
尿
処
理
施
設
(
日
量
日
凶
)
を
現
有
し
、

公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
日
年
を
経
過
し
た
今
日
、
量
的

増
加
や
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
処
理
能
力
の
低
下
等

に
よ
り
、
環
境
保
全
上
で
も
限
界
に
近
づ
き
、
今
回

新
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
日
月
9
日
、

1
町
2
村
の
関
係
者
に
よ
り
そ
の
起
工
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

新
施
設
は
現
在
の
敷
地
に
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
処
理
能
力
は
人
口
六
万
五
千
人
を
対
象
と
し
て
日

量
削
凶
と
大
巾
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、
処
理
方
式
も
低
希

釈
法
二
段
活
性
汚
泥
法
を
採
用
し
、
臭
気
対
策
を
は

じ
め
し
尿
中
の

B
O
D
を
利
用
し
た
脱
窒
素
方
式
で
の

薬
品
使
用
量
の
低
減
化
、
更
に
は
装
置
の
J

目
動
化
に

よ
る
維
持
管
理
費
の
低
減
化
等
、
い
く
つ
か
の
特
長

を
も
っ
新
鋭
施
設
で
す
。

ま
た
、
設
置
場
所
が
大
洗
の
南
側
玄
関
口
に
も
あ

た
り
ま
す
の
で
、
美
観
上
に
も
充
分
意
を
配
し
、
上

面
を
緑
地
化
し
た
各
棟
を
合
理
的
に
配
置
し
た
設
計

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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段
活
性
汚
泥
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十
高
度
処
理

施
設
の
特
長
脱
窒
素
・
脱
リ
ン
・
脱
色

滅
菌
が
で
き
る
。
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昭
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菱
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濃
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岡
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大

腸

菌

群

数

州

側

/

耐

以

下

ル
パ
か
ら

円も}

電
気
料
金
、
が
輪
開
助

高速実験炉「常陽J動燃大洗工学センター

国
は
、
原
子
力
発
電
施
設
等
田
辺
地
域
の
福
祉
の

向
上
と
地
元
理
解
を
得
る
た
め
、
住
民
と
企
業
等
に

給
付
金
を
交
付
す
る
「
原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地

域
交
付
金
制
度
L

を
つ
く
り
、
県
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
日
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
対
象
と
な
る
市
町
村
は
原
子
力
発
電
所
や

原
子
力
発
電
施
設
が
あ
る
所
在
町
村
(
大
洗
町
・

東
海
村
)
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
市
町
村
(
目
立
・
勝

田
・
那
珂
湊
・
那
珂
・
茨
城
・
常
澄
・
旭
)
で
、
具

体
的
に
は
、
住
民
や
企
業
等
に
毎
月
一
定
額
の
電
気

料
金
の
補
助
(
給
付
金
交
付
補
助
事
業
)
を
行
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

補
助
額
は
当
町
の
場
合
、
毎
月
住
民
一
戸
当
り
湖

円
・
企
業
に
つ
い
て
は
万
円
×
契
約
制
と
な
り
、
東

京
電
力
附
が
、
毎
月
の
電
気
料
金
か
ら
給
付
金
を
差

し
引
く
方
法
で
交
付
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
住
民
の
皆

さ
ん
や
、
企
業
等
で
は
、
こ
の
た
め
の
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。



(2) 第119号

お

詫

び

9
月
広
報
「
関
保
だ
よ
り
」
の
中
で

保
険
税
所
得
叡
改
正
後
の
率
が
ご
自
分

の
一
一
二

O
」
町
か
ら
の
補
効
金
「
一
二
四

万
円
」
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
「
百
分
の
三

O
O」
と
コ
ニ
千
万
円
」

の
諮
問
り
に
つ
き
、
こ
こ
に
深
く
お
詫
ぴ

申
し
上
げ
訂
正
い
た
し
ま
す
。

~") 

日
頃
、
ス
ポ
ー
ツ
に
な
じ
み
の
浅
い

家
庭
の
主
婦
た
ち
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
通
し
て
相
互
の
交
流
親
睦
と
体
力
の

向
上
を
翻
ろ
う
と
、
始
め
ら
れ
た
の
が

?
?
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
、
釘

体
協
に
所
属
す
る
町
内
6
チ

i
ム
の
?

?
さ
ん
選
手
た
ち
が
年
2
回
の
春
秋
大

会
で
覇
を
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

大
会
も
今
秋
季
大
会
で
第
6
国
目
を
迎

え
、
来
年
度
か
ら
は
白
、
烹
的
に
大
会
を

運
営
し
よ
う
と
い
う
ま
で
に
成
長
し
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
こ
の
優
勝
チ

l
ム

に
対
し
て
栄
誉
を
た
た
え
よ
う
と
、
大

洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
雨
沢
利
夫
会

長
)
で
俊
勝
カ
ッ
プ
を
寄
婚
す
る
こ
と

込

健
康
は
最
高
の
し
あ
わ
せ
で
す
。
そ

し
て
何
に
も
の
に
も
か
え
が
た
い
宝
で

す
。
大
洗
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
去

る
9
月

m
B
健
康
家
庭
二
一
一
九
世
帝

に
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
ご

家
庭
の
健
康
を
た
た
え
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
ご
家
庭
は
、
過
去
一
一
一
年
間
、
二
年

間
、
一
年
間
と
家
族
会
員
が
健
康
に
す

ご
さ
れ
、
一
回
も
お
医
者
さ
ん
に
、
か

か
ら
ず
、
保
険
税
も
納
期
内
に
完
納
さ

れ
た
ご
家
庭
で
す
。
三
年
間
連
続
健
康

あおお

家
庭
の
中
に
は
、
七

O
歳
以
上
の
方
が

5
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
誠
に
御

同
援
に
堪
、
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
健

か
に
、
過
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
健
康
こ
そ
皆
ん
な
の

願
い
で
す
。
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

が
け
か
ら
健
康
は
保
た
れ
ま
す
。
ふ
だ

ん
か
ら
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

壬口

②
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
適
度
な
運

'
h川
4

希
望

③
十
分
な
休
養

④
健
康
診
断
に
よ
る
病
気
の
早
期
発

見
と
早
期
治
療

最
近
は
、
国
民
健
康
保
険
の
趣
旨
を
十

分
に
理
解
さ
れ
「
健
康
の
保
持
と
増
進
」

に
努
力
さ
れ
て
い
る
家
庭
が
、
少
し
づ

っ
ふ
え
て
お
り
、
み
な
さ
ん
が
、
日
常

「
健
康
L

に
留
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

過
去
、
一
一
一
年
間
は
品
世
帯
、
二
年
間

U
世
帯
、
一
年
間
は
百
世
帯
で
す
。
紙

面
の
都
合
上
、
一
一
一
年
間
の
健
康
家
庭
の

受
賞
者
の
皆
様
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
タ
ラ

に
な
り
、
同
ク
ラ
ブ
教
育
安
全
委
員
会

鈴
木
久
雄
委
員
長
か
ら
教
育
委
員
会
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
か
ら
は
銀
色
燦
然
と
輝
く
こ

の
立
派
な
俊
勝
カ
ッ
プ
を
百
ざ
し
て
、

選
手
の
皆
さ
ん
も
更
に
一
層
、
精
進
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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教
青
委
員
に

茂

木

清

文

氏

大
洗
町
教
育
委
員
の
古
川
賢
一
郎
氏

が
こ
の
た
び
、
任
期
満
了
と
な
り
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

後
任
に
は
、
茂
木
清
文
氏
(
磯
浜
町

間
番
地
)
が
選
任
さ
れ
、
去
る

9
月
白

日
の
町
議
会
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
、

昭
和
田
年
6
月
以
降
次
の
と
お
り
多
額

の
寄
付
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の

「
ま
ご
こ
ろ
」
と
寄
付
の
こ
趣
旨
を
有

効
に
生
か
し
、
社
会
福
祉
の
向
上
の
た

め
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
を
ょ
せ
ら
れ
た
方
々

。
大
洗
町
磯
浜
町セ
イ
ブ
大
洗
脂
殿

四
、
九
一
二

O
円

。
土
浦
市
束
中
賞
町
一
ノ
三

カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー
グ
ル
ー
プ
殿

一O
、
0
0
0円

。
大
洗
町
大
賞
町

大
洗
町
菓
子
組
合

代

表

石

橋

栄

三

郎

殿

六
O
O円

。
大
洗
町
大
葉
町

十
期
会
代
表
松
闘
い
単
一
不
殿

一O
、
0
0
0円

。
大
洗
町
大
賞
釘

大
賞
小
売
庖
組
合

代

表

清

水

忠

勝

殿

五
O
、
0
0
0向

。
大
洗
町
大
賞
町

喫
茶
庖
野
火

代

表

清

水

忠

勝

殿

四
四
、
五
一
五
円

。
大
洗
町
叫
磯
浜
町
二
番
地

福

田

定

男

殿

五
O
、
0
0
0円

。
大
洗
町
成
間
前
大

谷

巌

殿

コ一、

0
0
0円

こ
れ
ら
の
ご
寄
付
は
、
毎
年
定
期
的

に
ょ
せ
ら
れ
て
い
る
。
菓
子
組
合
・
十

期
会
・
大
賞
小
売
庖
組
合
・
喫
茶
庖
野

火
の
方
々
よ
り
、
お
く
ら
れ
た
も
の
、

あ
る
い
は
、
消
防
団
を
退
職
さ
れ
て
退

職
報
償
金
の
一
部
を
、
福
祉
の
向
上
に

役
立
て
て
と
云
う
、
ご
趣
旨
の
、
一
福
間

{
疋
男
さ
ん
か
ら
の
も
の
、
更
に
は
敬
老

会
に
あ
た
り
支
給
さ
れ
た
、
敬
老
祝
金

を
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
と
云
う
、

大
谷
巌
ざ
ん
か
ら
の
も
の
な
ど
、
い
ず

れ
も
善
意
と
奉
仕
の
「
ま
ご
こ
ろ
」
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、

「
国
際
障
害
者
年
」
の
初
年
度
に
あ
た

り
、
こ
れ
ら
の
善
意
と
「
ま
ご
こ
ろ
」

を
い
か
し
、
身
体
障
答
者
福
祉
、
老
人

成
人
病
は
年
々
増
加
、
社
会
的
に
大

き
な
開
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

脳
卒
中
の
人
が
、
病
院
を
退
院
さ
れ

在
宅
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
家
に
ひ

き
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
寝
て
い
る
だ

け
と
い
う
人
が
い
る
様
に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
訓
練
の
必
婆
性
が
わ
か
っ
て
い

て
も
、
家
庭
に
お
い
て
実
際
に
訓
練
す

る
段
階
に
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
訓
練

し
た
ら
良
い
か
闘
っ
て
し
ま
う
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
訓
練
室
で
は
、

始
め
は
介
助
者
の
手
を
か
り
で
、
と
も

に
訓
練
し
て
行
く
う
ち
、
自
分
で
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
自
分
か
ら
進
ん

で
や
る
便
利
な
自
動
器
具
も
あ
リ
ま
す

の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
訓
練
室
を
ぜ
ひ

御
利
用
下
さ
い
。

自
分
の
事
は
自
分
で
で
き
る
と
い
う
自

信
を
持
っ
て
、
訓
練
室
で
は
障
害
者
の

皆
さ
ん
が
お
互
に
励
ま
し
あ
っ
て
、
明

る
い
ふ
ん
間
気
の
中
で
努
力
し
て
お
り

ま
す
。疑
問
の
あ
る
人
、
も
っ
と
知
り
た
い

と
思
う
人
な
ど
、
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮

な
く
ご
来
所
さ
れ
る
な
り
、
電
話
連
絡

下
さ
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

福
撃
荏
会
福
祉
活
動
の
進
展
を
図
り
、

「
福
祉
の
ま
ち
、
つ
く
り
L

の
推
進
に
努

力
し
て
い
く
考
、
え
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
方
に
よ
る
、
社

会
福
祉
協
議
会
活
動
、
善
意
銀
行
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
昨
年
、
大
洗
町
交
通
安
全
母
の

会
の
皆
様
方
の
奉
仕
に
よ
り
、
ょ
せ
ら

れ
た
交
通
遺
児
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
協
議
会
善
意
銀
行
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対

策
委
員
会
(
川
上
俊
彦
委
員
長
)
に
諮

り
、
対
象
児
童
日
名
の
方
々
に
学
用
品

代
と
し
て
交
付
い
た
し
、
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
報

告
い
た
し
ま
す
。

優
良
職
員
表
彰
さ
れ
る

。
全
国
町
村
会
長
表
彰

保

育

所

長

近

保

育

所

長

助

調

理

師

遠

O
県
町
村
会
長
表
彰

主

事

山

調

理

師

鬼

主

事

篠

昭
和
田
年
度
間
表
彰

町
民
税
係
長
大

O
都
町
村
会
長
表
彰

調

理

師

石

庁

務

手

白

財

政

係

長

桧

主

事

江

主

任

保

母

宮

調

理

師

川

、

玉

古

学

山

調

理

師

鬼

藤J!I藤

君公正
吾日
子子子
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子る子子子昭次よ

一
、
パ
ッ
テ
ン
グ
ゲ

l
ジ

一
、
ピ
ッ
チ
ン
グ

防
護
用
ネ
ッ
ト

一
、
パ
ッ
テ
ン
グ
マ
シ
ン

大
洗
町
立
南
中
学
校

野
球
部
父
兄
会

会
長
高
柳
尚
文
殿

南
中
学
校
へ
教
育
活
動
用
と
し

て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

1 
.L-
仁3

2
ム
口

l 
，L.、
仁ヨ

ムロJ
 

文
化
の
目
立
寄
せ
て

日
本
人
と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と

曾

野

文
化
と
は
、
個
々
人
の
生
き
方
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
独
自
の
価
値
判
断

に
基
づ
い
て
こ
の
人
生
を
生
き
る
i
i
i偲
人
の
立
場
か
ら
物
を
考
え
る
こ
と
が

本
当
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
文
化
を
形
成
し
て
い
く
も
と
に
な
る
も

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
文
化
と
い
う
の
は
、
一
一
言
で
一
一
言
え
ば
日
本
人
に
な

り
き
る
こ
と
、
日
本
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
外
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
き
ち
ん
と
お
辞
儀
が
で
き
る
と
か
、
日
本
語
を
美
し
く
つ

か
え
る
と
か
、
日
本
の
歴
史
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
か
、
日
本
人
に
付
随
し
た

こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
純
粋
に
い

い
意
味
で
の
日
本
人
に
な
っ
た
人
だ
け
が
、
国
際
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
と
患
い
ま
す
。
爪
先
立
た
な
い
で
、
ご
く
自
然
に
臼
本
人
と
し
て
の
生
活

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

作

F晶司

王事足

綾

子

串

本

人
間
、
ど
こ
の
菌
に
も
属
し
て
い
な
い
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
は
日
本
の
ど
こ
か
で
生
ま
れ
て
、
物
分
か
り
の
い
い
人
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ

う
と
、
貧
し
か
ろ
う
と
富
ん
で
い
よ
う
と
父
母
が
い
て
、
視
父
母
が
い
て
、
近

隣
・
地
域
社
会
が
あ
り
国
家
が
あ
っ
て
良
か
れ
あ
し
か
れ
そ
の
影
響
を
受
け
、

同
時
に
発
反
し
な
が
ら
人
生
を
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
相
克
の
中
で
生

き
る
過
程
が
日
本
人
を
つ
く
り
あ
げ
、
日
本
文
化
を
形
成
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
ま
ず
、
ど
こ
か
で
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
ま
ん
ま

を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
ま
ん
ま
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
の
は
日
本
の

社
会
で
あ
り
、
国
家
で
す
。
外
敵
か
ら
守
っ
て
く
れ
た
り
:
・
:
・
わ
た
し
は
愛
国

者
な
ん
で
す
よ
。
ど
こ
の
留
の
人
も
そ
う
考
え
て
い
る
と
関
心
い
ま
す
。

対
外
的
に
一
言
い
ま
す
と
、
文
化
と
は
総
合
的
な
も
の
で
、
当
然
、
国
力
も
含

ま
れ
ま
す
。
と
き
っ
て
も
箪
事
力
ば
か
り
を
指
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化

的
な
背
景
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
一
方
で
は
経
済
カ
で
あ
り
、
ま
た
、
偉
大
を

政
治
家
が
い
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
他
人
個

人
が
、
こ
う
い
う
生
き
方
を
す
る
ん
だ
と
い
う
し
っ
か
り
し
た
哲
学
と
趣
味
と

選
択
限
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
国
力
に
反
映
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
総
合

的
な
も
の
が
何
年
も
積
み
重
な
っ
た
と
き
に
、
日
本
人
は
間
際
的
に
理
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

*

本

省
エ
ネ
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
よ
う
な
資
源
の

な
い
国
が
生
き
の
び
よ
う
と
す
る
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
あ
ま
り
に
も
厳

し
い
。
猿
烈
に
生
き
る
よ
り
外
な
い
と
思
い
ま
す
。
売
れ
ば
お
金
に
な
る
物
を

持
っ
て
い
る
国
と
は
立
場
が
違
い
ま
す
か
ら
。

日
本
人
に
は
、
背
か
ら
非
常
に
小
回
り
の
き
く
、
シ
ビ
ア
で
甘
く
な
い
生
活

感
覚
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
い
ま
は
、
そ
う
で
な
い
部
分
が
目
立
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
:
:
:
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
し
た
生
活
態
度
こ
そ
重
要
だ
と
患
い

ま
す
。

H

ウ
サ
ギ
小
口
度
。
だ
と
世
界
か
ら
ぎ
わ
れ
よ
う
と
、
そ
の
よ
う
な
声
に

振
り
屈
さ
れ
て
H

自
分
の
ふ
り
。
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
現
実
を
見
つ
め
て
堅

実
に
生
き
て
い
く
こ
と
で
す
。
自
分
と
自
分
の
家
族
そ
し
て
社
査
の
た
め
に
働
き
、

謙
虚
な
気
持
ち
で
、
ど
う
し
た
ら
同
胞
の
お
役
に
立
つ
よ
う
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
考
、
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

文
化
は
、
他
人
の
生
き
方
に
そ
の
根
っ
こ
が
あ
り
ま
す
。
人
並
み
と
か
世
間

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
門
口
本
人
と
し
て
、
勇
気
を
持
っ
て
自
分
の
人
生
を

自
分
で
生
き
る
と
こ
ろ
に
文
化
が
芽
生
え
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
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観
光
地
大
洗
の
名
物
、
「
海
の
こ
ど

も
の
国
L

が
こ
の
ほ
ど
新
館
を
建
設
し
、

名
称
も
新
ら
た
に
「
大
洗
水
族
館
」

(
武
藤
ふ
み
館
長
)
と
し
て
新
発
足
、

好
評
を
博
し
て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
と

お
り
で
す
が
、
今
回
、
水
族
館
の
特
別

ら

コ
と
旬
ユ
ニ

ィ
i
活
動

あ議官

「
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
合
う
地
域
社
会
を

つ
く
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
住
民

の
自
治
と
連
帯
の
意
識
に
立
却
し
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
強
く
叫
ば

れ
て
い
る
昨
今
、
そ
れ
を
地
で
ゆ
く
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
、
積
極
的
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
丁
目
地
区
の

却
歳
以
上
の
方
々
で
結
成
し
て
い
る

二
友
会
」
(
本
多
保
雄
会
長
・
会
員
部

名
)
で
、
地
区
に
住
む
皆
さ
ん
同
志
の

お第119号(3) 

の
ご
好
意
に
よ
り
、
町
内
の
保
育
所
・

幼
稚
周
回
・
小
・
中
学
校
の
全
児
叢
生
徒

(
二
、
八
八
三
名
)
が
招
待
さ
れ
、
去

る
叩
月

5
B
か
ら
延

8
B
聞
に
一
旦
っ
て

館
内
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

は
じ
め
て
見
る
子
、
既
に
見
て
い
る

こ
ど
も
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
メ
イ
ン

の
イ
ル
カ
の
妙
技
に
は
ピ
ッ
ク
り
し
た

り
感
心
し
た
り
で
、
声
を
あ
げ
手
を
た

た
い
て
の
喜
び
ょ
う
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
し
ま
し
た
。

「
こ
の
よ
う
に
、
大
人
も
子
供
も
皆

ん
な
が
楽
し
め
る
水
族
館
を
は
じ
め
、

町
内
所
在
の
観
光
諸
施
設
を
町
民
全
体

で
P
R
し
、
…
単
に
夏
一
季
だ
け
で
な
く
、

四
季
を
通
じ
て
の
観
光
地
か
大
洗
。
に

し
た
い
も
の
。
」
と
は
武
藤
館
長
の

弁。
な
お
、
大
勢
の
子
供
達
の
輸
送
に
つ

い
て
は
町
の
福
祉
パ
ス
の
ほ
か
、
日
本

原
子
力
研
究
所
と
動
力
炉
・
核
燃
料
開

発
事
業
団
の
原
子
力
2
施
設
か
ら
、
パ

ス
提
供
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ングザ由。酬ンカップ'81
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当
町
祝
町
に
在
住
の
山
形
雄
一
一
一
剛
氏

が
、
こ
の
ほ
ど
、
歴
史
的
に
も
意
味
合

い
の
深
い
祝
町
の
、
風
俗
変
遷
史
と
も

い
え
る
「
祝
町
昔
が
た
り
」
と
い
う
本

を
自
費
出
版
し
、
今
、
街
の
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
移
り
変
わ
っ

て
き
た
祝
町
の
人
情
・
風
俗
な
ど
佼
俗

の
実
相
を
記
録
に
と
ど
め
、
次
代
に
語

り
つ
く
と
い
う
、
山
形
さ
ん
の
取
り
組

ま
れ
た
こ
の
仕
事
は
大
変
意
義
あ
る
も

の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
ご
苦
労
も
多

く
、
脱
稿
ま
で
に
3
年
の
歳
月
を
要
し

ま
し
た
。
民
俗
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い

て
は
地
元
の
古
老
に
、
資
料
的
事
項
に

つ
い
て
は
断
片
的
に
残
さ
れ
て
い
る
資

料
蒐
集
の
た
め
、
県
立
図
書
館
や
那
珂

湊
市
市
史
編
纂
室
な
ど
に
、
足
繁
く
通

い
、
こ
こ
に
一
冊
の
本

(
8
6
版
印
頁
)

と
し
て
集
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
努

力
に
は
敬
意
を
表
す
る
ば
か
り
で
す
。

地
元
祝
町
で
も
有
志
の
皆
さ
ん
が
相

集
い
、
去
る
日
月
お
日
に
出
版
記
念
祝

賀
会
を
催
し
、
喜
び
を
分
ち
ム
口
い
ま
し

た。
山
形
さ
ん
は
、
「
や
や
も
す
る
と
、

自
己
本
位
に
な
り
が
ち
な
現
在
の
世
想

の
中
に
あ
っ
て
は
、
人
々
の
故
郷
へ
の

感
謝
の
念
も
次
第
に
薄
れ
ゆ
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
母
な
る
大

地
ふ
る
さ
と
を
新
ら
た
に
見
直
し
、
郷

土
愛
を
育
む
必
要
性
が
あ
り
は
し
な
い

か
、
そ
の
た
め
に
、
い
さ
さ
か
で
も
役

に
立
て
ば
と
い
う
白
分
の
想
い
が
、
著

作
に
踏
み
き
ら
せ
た
わ
け
で
す
。
L

と、

そ
の
動
機
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
新
ら
た
な
本
の
刊
行
に
よ
り
、

大
洗
町
叫
の
郷
土
史
に
一
層
の
厚
み
が
加

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
町
民
の
皆
さ
ん
で
こ
の
本
の

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
印
刷
実

費(一一、

0
0
0円
)
で
お
頒
ち
頂
け
ま

す
の
で
、
左
記
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

申
込
先
・
大
洗
町
磯
浜
脳
(
祝
町

2
反一)

山
形
雄
一
一
一
氏

電
話
・
計
六
=
二
一
一

ニ
ッ
サ
ン
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
出
全
国

草
野
球
大
会
の
茨
城
県
大
会
(
出
場

ω

チ
ー
ム
)
を
勝
ち
進
み
見
事
、
北
関
東

、
フ
ロ
ッ
ク
大
会
の
足
掛
り
を
得
た
。
新

屋
自
工
チ
!
ム
(
鬼
沢
満
男
監
督
)
は
、

去
る
日
月

3
目
、
東
京
都
立
川
市
の
市

営
球
場
で
聞
か
れ
た
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
で
も
見
事
に
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

試
合
は
、

1
回
戦
新
潟
県
代
表
の
キ

ャ
ン
テ

l
ズ
と
4
対
0
、
準
決
勝
戦
で

は
長
野
県
代
表
の
安
喜
セ
ン
タ
ー
と
対

戦
9
対

3
で
任
勝
し
、
決
勝
で
は
山
梨

県
代
表
の
勝
沼
町
役
場
と
熱
戦
を
展
開
、

5
回
裏
関
根
俊
勝
選
手
が
初
球
を
打
ち
、

中
堅
手
を
破
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ

ン
で

1
点
を
取
り
、
小
野
瀬
投
手
の
好

投
と
内
外
野
の
好
守
で
そ
れ
を
守
り
き

っ
て
、
-
対
O
で
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
試
合
の
模
様
は
茨
城
放
送
で
中

継
放
送
や
速
報
を
行
う
な
ど
、
終
始
大

会
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

全
国
決
勝
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
た
新
屋
自
工
チ

l
ム
の
皆
様
ご
苦
労

様
で
し
た
。

日
月
日
日
か
ら
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
球

場
で
行
な
わ
れ
る
全
国
決
勝
大
会
の
ご

活
縫
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

選主監 0
11 チ
手将督 l

.f.，、

メ
大清小長荘 )11二小増額鬼関増関鬼ン
松谷野 ハ

内水崎川司上 )11 i頼回 )11沢根山根沢 l

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

J
畝
老
の
臼
」

閣
内
の
高
令
者
巴
ブ
レ
、
セ
ン
ト

去
る
9
月
比
日
、
敬
老
の
尽
を
前
に

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
川
上
俊
彦

会
長
・
会
員
叫
名
)
で
は
恒
例
の
高
令

者
お
祝
い
訪
問
、
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
ク
ラ
ブ
恒
例
の
行
事
で
、

長
い
間
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た

お
年
寄
り
の
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
更

に
、
健
康
で
長
生
き
を
し
て
い
た
だ
こ

う
と
、
お
祝
い
の
口
聞
を
お
鶏
り
す
る
も

の
で
、
今
年
は
次
の

5
名
の
方
々
を
選

び
、
川
上
会
長
・
小
泉
社
会
奉
仕
委
員

長
等
が
ご
慰
労
し
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て

下
さ
い
。

訪
問
先
、
水
町
叩
区

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

髭
釜
山
一
院
の

1

M
M

日
区

H
m区
の

1

H
H
H
区
の

1

満

男
洋

一

貞
士
口

俊

勝

敏

男
政

和

昌

信

孝

夫誠
義

政

稔

治

浩

康

申

凶

紀

豊

一
康

敏

近
藤
せ
つ
刊
さ
ん

藤
田
徳
次
郎
聞
き
ん

平
山
昌
一
一
聞
き
ん

桧
山
ふ
く
仰
さ
ん

護
運
死
亡
事
赦
抑
比
繁
意
対
策

本 年 前年河期 増減数 増減率(%)

発生件数 4 (94) 10(82) ム6(12) ム60.0
(1ι6) 

死者数 ( 3 ) ( 1 ) ( 2 ) (2∞0) 

負傷者数 4 (123) 14(112) ム10(11) ム71.4(9.8) 

交
通
ル

i
ル
を
守
り

マ
ナ
i
を
高
め
ま
し
ょ
う
/

田
市
内
で
多
発
し
て
い
る
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と
、
「
交
通
ル
!
ル
を
守
り

マ
ナ

i
を
高
め
る
県
民
運
動
」
が
去
る
日
月
紅
白
か
ら
日
月
初
日
ま
で
の
一
ヶ

月
間
、
県
内
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

(
9月
抗
日

1
初
日
)
県
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
は
、
発
生
件
数
捌
件
・
死
者
数
日
人
・
傷
者
数
制
入
で
、
前
年
に
比

し
発
生
件
数
で
印
件
・
死
者
数
で

9
人
・
傷
者
数
で
加
入
と
、
い
ず
れ
も
大
巾

な
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
年
内
の
早
い
時
期
に
昨

年
の
死
者
数
を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
民
の
全
て
が
交
通
ル

i
ル
を
守
り
、
交
通
の
マ

ナ
ー
を
高
め
、
死
亡
事
故
を
抑
止
し
ょ
軌

、
7
〉

」

、

末

円
円

1
、

子

供

の

と

び

出

し

の

防

止

況

9

2
、

自

転

車

事

故

の

防

止

現

3
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
酒
酔
轍

い
運
転
、
一
時
不
停
止
の
防
止
通交

を
、
運
動
の
重
点
と
し
て
緊
急
対
策
を
る

展

開

し

て

い

ま

す

。

…

…

私
た
ち
の
住
む
大
洗
町
か
ら
悲
惨
な
に

交
通
事
故
を
な
く
す
よ
う
、
皆
き
ん
の
畑

ご

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

大

。
麟
検
々

ム印は減少を示す援()は累計を示す

同
ゆ
済
み
ま
し
た
か

i
i
i小
型
漁
船
の
船
主
の
み
な
さ
ん
へ

i
i
!

小
型
漁
船
の
船
、
去
の
み
な
さ
ん
、

H

船
検
u

は
も
う
済
み
ま
し
た
か
?

自
動
車
に
率
検
が
あ
る
よ
う
に
、
船
舶
に
も
ヶ
船
検
o
l
-
-
船
舶
検
査
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
船
舶
の
構
造
及
び
設
備
な
ど
に
つ
い
て
、
航
行
の
安
全
を

確
保
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
、
船
舶
安
全
法

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
未
満
の
小
型
漁
船
の
う
ち
、
海
岸
か
ら
十
二
カ

イ
リ
を
超
え
一
一
十
カ
イ
リ
未
満
の
水
域
で
操
業
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
つ
い
て
、

建
造
年
月
日
の
古
い
も
の
か
ら
、
段
階
的
に
か
船
検
々
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
昭
和
五
十
五
年
一
一
一
月
三
十
一
日
以
前
に
建
造
さ
れ
た
も
の
は
、
昭
和

五
十
七
年
一
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
も
の
は

建
造
と
同
時
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
船
検
々
の
期
限
を
過
ぎ
て
な
お
無
検
査
で
航
行
し
た
場
合
は
、
船
舶
安
全

法
違
反
に
関
わ
れ
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
一
一
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ぷ
加
検
。
の
手
続
き
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

マ
船
舶
の
長
さ
が
十
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

1
地
方
海
遼
局

マ
船
舶
の
長
さ
が
十
二
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

l
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構

の
本
部
ま
た
は
支
部
、
支
所
、
分
室
。

)11 
出奇

忠
士
口
側
さ
ん

自
力
で
一
友
会
館
を
完
成

丁
目
@
一
友
会

よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

ろ
う
と
、
昭
和
臼
年
に
会
を
つ
く
り
、

以
後
、
月
例
会
を
は
じ
め
、
町
の
諸
行

事
へ
の
参
加
、
子
供
会
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
各
種
事
業
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
更
に
事
業
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
も
、
そ
の
根
拠
地
と
な

る
η
自
分
達
の
域
。
を
造
ろ
う
と
、
早

速
、
建
設
委
員
会
を
つ
く
っ
て
検
討
、

建
設
に
踏
み
き
っ
た
も
の
で
す
。

木
造
平
家
造
り
的
ぽ
の
会
館
(
磯
浜

町
六
九
一

O
番
地
)
は
集
会
主
を
中
心

に
台
所
・
便
所
等
が
つ
き
、
総
工
費
削

万
と
い
う
こ
と
で
す
。

勿
論
、
そ
の
陰
に
は
格
安
で
、
し
か

も
3
年
間
の
無
利
子
償
還
で
請
負
わ
れ

た
会
員
の
照
沼
則
幸
さ
ん
や
、
敷
地
を

無
償
で
貸
し
た
佐
藤
伊
功
さ
ん
な
ど
の

善
意
の
奉
仕
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

立
派
な
会
館
建
設
に
よ
り
、
一
段
と

一
友
会
の
結
束
が
強
ま
り
、
更
に
強
力

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。



(4) 第119号t"¥ らあ遺留お

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
力

一
般
会
計
を
は
じ
め
、
七
つ
の
特
別
会
計
を
含
む
昭
和
田
年
度

の
決
算
が
、
去
る
9
月
幻
自
町
議
会
定
例
会
で
原
笑
ど
お
り
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
あ
ら
ま
し

昭
和
田
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
歳
入
に
お
い
て
、
三
、
七
四

一
二
、
九
一
一
一
二
千
円
、
歳
出
に
お
い
て
、
三
、
七
O
一
ニ
、
六
九
二
千
円
で
、

こ
れ
は
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し
て
み
る
と
、
歳
入
で
二
三
五
、

一
ニ
一
一
一
七
千
円
六
、
七
%
、
歳
出
で
コ
一
二
三
、
八
九
九
千
円
九
、
六
%

と
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
の
財
源
構
成
を
み
る
と
依
存
財
源
が
一
、
五
五
七
、
七
三
一
二

千
円
で
全
体
の
四
一
、
六
%
(
前
年
度
三
九
、
二
%
)
、
自
主
財
源
が

二
、
一
八
六
、
一
九
九
千
円
で
五
八
、
四
%
(
前
年
度
六
O
、
八
%
)

と
な
っ
て
い
る
。

依
存
財
源
の
主
な
る
も
の
は
、
昌
一
庫
支
出
金
四
四
九
、
一
一
一
一
六

千
円
一
二
、
O
%
、
地
方
交
付
税
四
七
回
、
八
七
五
千
円
二
一
、
七

%
、
地
方
債
三
六
回
、
八
O
O
千
円
九
、
七
%
、
県
支
出
金
ニ
一
七
、

一
O
一
一
一
千
円
五
、
八
%
、
そ
の
他
五
一
、
八
一
九
千
円
一
、
四
%
で

あ
り
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と
一
八
一
一
一
、
一
O
二
一
千
円
で
二
二
、
一
一
一

%
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
白
、
主
財
源
に
つ
い
て
は
、
町
税
収
入
が
一
、
四
四
七
、
一
ニ

一
一
一
六
千
円
で
歳
入
総
額
の
三
八
、
七
%
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
他

七
三
八
、
八
六
一
ニ
千
円
一
九
、
七
%
と
前
年
度
に
比
較
し
て
五
二
、

ニ
一
一
一
四
千
円
で
二
、
四
%
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
主
な
歳
入
を
科
呂
別
に
み
る
と
町
税
は
、
一
、
四
四
七
、

三
三
六
千
円
で
歳
入
総
額
の
三
八
、
七
%
(
前
年
度
三
八
、
O
%
)

を
占
め
て
お
り
、
前
年
度
の
比
較
す
る
と
、
一
一
五
、
五
一
一
一
二
千

円
八
、
七
%
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
交
付
税
は
、
四
七
四
、
八

七
五
千
円
(
う
ち
特
別
交
付
税
六
九
、
八
九
一
千
円
)
で
二
一
、
七
%

(
前
年
度
一
一
、
四
%
)
で
あ
り
七
六
、
O
一
O
千
円
一
九
、
一
%

の
増
で
あ
る
。
国
産
支
出
金
は
、
四
四
九
、
一
一
二
六
千
円
の
っ
て

O
%
(
前
年
度
八
、
四
%
)
で
一
五
一
二
、
八
四
五
千
円
五
二
、
一
%

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
一
一
一
六
回
、
八
O
O

千
円
で
九
、
七
%
(
前
年
度
一
二
、
一
一
%
)
と
前
年
度
に
比
較
し
て

六
回
、
三
O
O
千
円
一
五
、
O
%
と
減
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
を
性
質
別
に
分
析
し
て
み
る
と
、
ま
ず
投
資
的
経
費
が
一
、

三
七
八
、
四
八
九
千
円
で
歳
出
総
額
の
三
七
、
二
%
(
前
年
度
一
一
一
一
一
一
、

二
%
)
を
占
め
前
年
度
に
比
較
し
て
二
五
七
、
ム
ハ
O
O
千
円
で
二

一
一
一
、
。
%
の
増
で
あ
る
。

さ
ら
に
前
年
度
と
比
較
し
て
伸
ぴ
を
示
し
た
も
の
は
、
公
債
費

二
一
一
一
八
、
九
九
六
千
円
六
、
四
%
(
前
年
度
五
、
八
%
)
伸
び
率
二

一
、
二
%
、
扶
助
費
二
六
八
、
六
一
二
千
円
七
、
二
%
(
前
年
度
六

八
%
)
伸
び
率
一
七
、
一
一
一
%
と
な
っ
て
お
り
、
義
務
的
経
費
は
一
、

七
九
六
、
。
一
二
七
千
円
と
歳
出
総
額
の
間
入
、
五
%
(
前
年
度
四
八
、

二
%
)
前
年
度
に
比
較
し
て
一
六
六
、
ニ
六
七
千
円
一
O
、
一
一
%
の

増
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
義
務
的
経
費
の
一
般
財
源
充
当
額
は

一
、
四
五
一
、
九
一
四
千
円
で
、
一
般
財
源
総
額
の
五
八
、
一
%
(
前

年
度
五
九
、
九
%
)
を
占
め
前
年
度
に
比
較
し
て
一
O
九
、
五
六
四

千
円
で
八
、
二
%
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

T円%
80，283 (2.1) 

40，048 (1.1) 

26，432 (0.7) 

18，355 (0.5) 

2，162 (0 1) 

2，800 (0.1) 

73 

千円 % 

128，729 (3.4) 

74，138 (2.0) 

51，698 (1.4) 

30，448 (0.8) 

28，562 (0.8) 

18，772 (0.5) 

16，870 (0.4) 

6，050 (0.2) 

8，783 (0.2) 

4，501 (0.1) 

使用料及び手数料

分担金及ぴ負担金

諸収入

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

繰越金

繰入金

財産収入

地方議与税

娯楽施設利用税交付金

使用料及び手数料

自動車取得税交付金

分担金及び負技金

寄附金

交通安全対策特別交付金

歳 入

言者支出金
25，000子円
(0.7%) 
議会費
83，571千円
2.3%) 

歳出

諸収入
251，978子円
(6.7%) 

商工費
84，624 
(2.3%) 

(単位:千円)

区 分 最終予算額ω決算額(鴎

歳 入 3，980，883 3，743，932 

歳 出 3，980，883 3，703，692 

歳入歳出差引 。 40，240 
翌年度へ繰越すべき財源 24，899 

実 質 ~JI. 支 15，341 

一般会計の決算状況(単位:千円)

決 算 客員
翌年度へ

ぷコιス、 計 名 最終予算額 歳 入 (A) 歳 出 (B) 差 ヲi 繰越すべ 笑質収支
ト一一一一一一一 一一一一

(必一 (B) き財 i京金 吉真 収入率 ノ1iL 吉真 執行率

国民健康保険特別会計 1，092，124 1，049，759 96，1 975，621 89，3 74，138 74，138 

収益的 ((歳入)) 306，764 277，890 90.6 263，289 91.6 14，601 14，601 歳 Ill)287，416 
水道事業会計

入)) 2I，052 資本的 品百記IH) 99，754 19，039 90，4 81，644 81.8 ム62，605 ム62，605

収益的 ((41J人)) 61T872 58，518 94.6 53，354 94，7 5，164 5，164 支 Itl) 56，320 
地方卸売市場冷凍

資本的 (支出) 5，552 5，552 100，0 ム 5，552 ム 5，552

農業共済事業会計 33，209 33，094 99，7 25，664 77.3 7，430 7，430 
トー

桜道土地区部整理事業会計 259，747 245，740 94，6 200，001 77町O 45，739 45，739 

公 平 委 員 zヱhス、 10，472 10，648 101.7 9，884 94.4 764 764 

サイクリングターミナn牛寺別会計 17，371 18，056 103.9 16，826 96.9 1，230 1，230 

特別会計の決算状況

害見新
築
家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

町
で
は
、
昭
和
国
年
1
月
以
降
建
築
さ
れ
た
新
築
家
屋
(
増
改
築
等
を
含
む
)

に
つ
い
て
、
一
斉
に
調
盗
を
行
な
い
ま
す
。

謂
査
に
当
っ
て
は
、
税
務
課
職
員
2
名
1
組
で
訪
問
方
式
に
よ
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
該
当
す
る
方
は
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
下
き
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。な
お
、
勤
務
等
の
都
合
で
調
資
臼
を
希
望
さ
れ
る
方
は
御
手
数
で
も
税
務
課

回
定
資
産
税
係
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

。
調
査
期
間

日
月
1
日
よ
り
臼
月
中
旬
ま
で

O
連
絡
先

役
場
税
務
課
固
定
資
産
税
係

宮

⑦

5
1
1
1

内
線
訂
・
肝

昭
和
田
年
度
分
年
末
調
整
説
明
会
に
つ
い
て

。

臼

時

昭
和
国
年
日
月
部
臼
(
木
)
午
前
日
時

。

場

所

大
洗
町
役
場
三
階
会
議
室

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
年
末
調
整

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の
所
得
税
は
、
そ
の
年
最
後
に
支
払
わ
れ

る
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
で
、
毎
月
の
給
料
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
の
精
算
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
精
算
手
続
を
「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

年
末
調
整
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
確
定
申
告
に
代
る
大
切
な
手
続
で

す
か
ら
、
保
険
料
控
除
申
告
書
や
住
宅

取
得
控
徐
申
告
書
な
ど
に
、
必
要
な
事

項
を
正
し
く
記
載
し
て
、
勤
務
先
へ
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
医
療
費
控
除
の
よ
う
に
年
末

調
整
に
よ
っ
て
は
控
除
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
税
務
署
・

税
務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

@たばこは地元で貿いましょう。

たばこ消費税は

暮らしの中に

生かされていますD
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金基

V 大貫地区集らくセンター

処lIlJ道整備事業

(昭和55年度末)

333，374千円

1，000千円

0大洗町財政調整基金

(現金)

o大洗町土地開発基金

(不動産)山林

(現金)

0大洗町運動公庖建設基金

(現金)

0大洗町国民年金印紙購入基金

(現金) 2，500千円

。大洗町非常勤消防団員に係る公務災害補

f賞金及ぴ退職報償金支給基金

(現金)

o大洗町無線放送更新基金

(現金)

1l，539m' 

9，037千円

4，815千円

&前原町営住宅建設事業

正弘伺T営プール建設事業

0松ヶf子門町営住宅建設事業(集会室)

。前原町営住宅建設事業(4階建2棟)

上記の建設費の一部は「郵便局の簡易保険」の

積立金から還元融資を受けて建設したものです。

倒
神
山
地
区
集
ら
く
セ
ン
タ
ー

h
F
 
町
民
会
館
建
設
事
業

ト

O
老
人
居
妄
整
備
資
金
貸
付
事
業

(
3
戸
)

O
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
事
業

(
1
一戸)

お
記
の
貸
付
事
業
の
一
部
は
「
年
金
L

の
積
立
金
か
ら

還
元
融
資
を
受
け
て
紋
軍
備
し
た
も
の
で
す
。

5，169千円

「一一地方債

(昭和55年度末現在)

区 分 金 客員

1、一般会計償 2，131，976千円

2、特別会計僕 1，036，816-'1二円

市場冷凍冷蔵 62，737千円

水道事業 919，199千円

桜道土地区画整理事業 54，880千円

i口入 計 3，168，792千円
」輸助制耐

主
牟
建
設
事
業

(
一
般
会
計
)

O
交
通
安
全
地
設
建
設
事
業
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・
八
、
五
五

O
千
円

自
転
車
歩
行
者
道
延
長
ニ
七
五

m

O
広
報
無
線
放
送
施
設
設
置
事
業
:
:
:
:
:
:
:
:
:
一

子

局

六

局

一
、
五
九

O
千
円

O

町
民
会
館
建
設
事
業
:
:
・
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
・
二
ハ
一
二
、
八
九
八
千
円

昭
和
五
十
五
年
度

1
昭
和
五
十
七
年
度
継
続
事
業

二
、
八
九
五
ぽ
翌
年
度
逓
次
繰
越
額
六

O
、
八
六
一
千
円

。
農
業
排
水
路
整
備
事
業
・
:
:
・
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
三
、

八
反
田
地
区
用
水
路

一
二
四
千
円

O
農
遂
整
備
事
業
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
七
、
四
八

O
千
円

板
橋
地
区
内
、
長
町
地
区
内

O
大
賞
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
:
:
:
:
:
:
一
二
、
八
一

O
千
円

鉄
骨
ス
レ
ー
ト
葺
平
家
建
二
ハ

O
、
八
七
ぽ

O
神
山
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
:
:
:
:
:
:
一
一
、
七
二
六
千
円

木
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
家
建
一
五
一
、

O
九
ぽ

O
磯
浜
魚
港
沈
廃
船
処
理
事
業
:
:
・
:
・
:
:
j
i
-
-
-
六
、
七
一
一
二
千
円

沈

廃

船

七

隻

二

一

五

、

ニ

屯

O
製
氷
貯
氷
施
設
建
設
事
業
(
補
助
金
)
:
:
:
一
一
七
、
二
八
一
一
一
子
丹

製

氷

能

力

日

産

一

一

、

八

屯

貯

氷

能

力

回

O
O屯

O
漁
村
セ
ン
タ

i
建
設
事
業
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
三
、
二
一
一
一
一
六
千
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
実
施
設
計
費

0 

医丁
道
舗整
装備
、事

排業
7]( 

五

ノ、
七
千
円

O
大
洗
港
建
設
事
業
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・
八
六
、
六
一
一
一
八
千
円

大
洗
港
建
設
事
業
(
国
補
)
負
担
金

O

桜
道
土
地
区
商
務
傷
事
業
:
:
:
:
・
:
:
:
:
・
一

O
二、

0
0
0
千
円

(
国
補
)

O
松
ケ
丘
町
営
住
宅
建
設
事
業
(
繰
越
明
許
費
)
一

O
、
七

O
一
二
千
円

集
会
室
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
家
建
一

o
o
u

O
前
原
町
営
住
宅
建
設
卒
業
(
繰
越
明
許
費
)
一
一
一
一
一
、
七
五
三
千
円

中
層
耐
火
四
階
一
棟
十
六
一
円
延
一
、

O
五
四
U

給
水
施
設
、
汚
水
処
理
施
設

O
前
原
町
営
住
宅
建
設
事
業
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
一
二
回
、
一
二
一
二

O
千
円

中
層
耐
火
四
階
一
棟
十
六
一
戸
延
一
、

O
五
回
U

O 

l!T 
7]( 

ニ槽
基設
置

四工
O 事
汀l'

ノ、

ノ、
0 
0 
千
円

O

町
営
プ

l
ル
建
設
一
卒
業
・
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
九
六
、

昭
和
五
十
四
年
1
昭
和
五
十
五
年
継
続
事
業

五

O
m

九
コ

l
ス

管

理

棟

R
C

ニ
O
一二、一一一ぽ 一
四
二
千
円

O
中
央
公
民
館
建
設
事
業
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
:
・
:
六
、

実
施
設
計
資

三
九

O
千
円

O
災
害
復
旧
事
業
・
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
二
二
、
四
一

昭
和
五
十
五
年
九
月
三
日
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
{
吾
、

町
道
磯
浜
一
九
七
号
線
外

0 
千
円

健
康
保
険
の
任
意
継
続
に
つ
い
て

会
社
を
退
職
す
る
と
時
時
に
健
康
保
険
の
資
格
が
喪
失
に
な
り
ま
す
が
、
退

職
臼
よ
り
二
十
日
以
内
に
、
今
ま
で
務
め
て
い
た
事
業
所
へ
、
健
康
保
険
の
任

意
継
続
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
二
年
間
は
今
ま
で
通
り
家
族
共
会
社
の
健
康
保

険
に
入
っ
て
い
ら
れ
ま
す
。
但
し
保
険
料
は
在
職
中
の
事
業
主
負
担
が
、
な
く

な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
分
を
自
分
で
負
担
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
社
会
保
険
の
給
付
と
保
険
料
を
考
慮
す
る
と
、
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
よ
り
有
利
で
す
。
会
社
を
退
職
し

た
場
合
は
、
二
十
日
以
内
に
健
康
保
険

の
任
意
継
続
の
手
続
き
を
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

な
お
退
職
時
に
治
療
中
の
疾
病
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
疾
病
に
対
し
、
初
診

時
よ
り
五
年
間
の
継
続
給
付
は
、
従
来

通
り
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

手
続
き
も
合
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
退
職
し
た
本
人
が
、
退
職
後
六

ヶ
月
以
内
に
分
娩
し
た
場
合
は
、
助
産

費
が
会
社
の
健
康
保
険
よ
り
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
下
さ

い
。
こ
の
場
合
国
民
健
康
保
険
か
ら
は

助
産
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
六

O
年
に
は
人
口
二
八
五
万
人
、
昭
和
六
五
年
に
は
三
二

O
万
人
へ
と

大
き
く
発
展
し
て
い
く
茨
城
県
。
こ
の
伸
び
ゆ
く
郷
土
を
、
連
帯
感
に
あ
ふ
れ

た
、
豊
か
な
郷
土
に
す
る
に
は
県
民
一
六
ひ
と
り
が
、
郷
土
を
よ
く
知
り
、
郷

土
を
よ
く
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
月
一
三
回
は
県
民
の
目
。
み
な
さ
ん
も
郷
土
の
歴
史
や
将
来
像
を
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〔
県
民
の
日
の
い
わ
れ
〕

一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
七
月
一
四
日
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
、
全
国
に
三

府
三

O
ニ
県
が
置
か
れ
ま
し
た
が
、
同
年
一
一
月
一
三
日
に
、
こ
れ
が
改
め
ら

れ
三
府
七
二
県
と
な
り
ま
し
た
。
本
県
域
に
は
、
新
治
田
町
、
印
磯
県
、
茨
城
県

が
澄
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
初
め
て
茨
城
県
と
い
う
県
名
が
用
い
ら
れ
た

の
に
ち
な
ん
で
「
県
民
の
日
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

〔
県
民
の
自
に
無
料
開
放
と
な
る
施
設
〕

借
楽
間
四
好
文
亭
(
水
戸
・
倍
楽
閣
内
)

弘
道
館
(
水
戸
市
三
の
丸
)

鶴
市
立
歴
史
館
(
水
戸
市
緑
町
・
東
日
本
の
弥
生
式
土
器
展
開
催
中
)

港
公
園
展
望
塔
(
神
栖
町
東
深
芝
)

茨
城
県
植
物
園
(
那
珂
町
一
戸
)

〔
県
民
の
日
に
入
舘
料
が
半
額
と
な
る
施
設
〕

海
の
こ
ど
も
の
国
・
大
洗
水
族
館
(
大
洗
釘
磯
浜
)

亨
県
民
の
日
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
日
日

茨
城
県
広
報
課
(
電
話
O
二
九
一

盟
保
だ
よ
日
リ

四
|
九
四
二
ハ
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年末資金の手当はお早自にグ
年末の荷品{士入資金、買掛・支払手形の決済資金の手当はお済みで

すか。退くなりますと間にあわない場合もありますので、お早日に (11

月中)お申込して、万全の態勢で年末商戦をお迎えください。
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ま
す
。
一
ニ
、
戦
傷
病
者
の
婆
か
ら
戦
没
者
の

萎
の
特
別
給
付
金
対
象
者
と
な

る
者

昭
和
必
年
改
正
法
に
よ
る
戦
傷
病

者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
を
受

け
る
権
利
を
取
得
し
た
妻
で
、
昭
和

記
年
4
月
1
日
前
に
戦
傷
病
者
が
死

亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
戦
没
者
の
妻

と
し
て
昭
和
田
年
目
月
1
日
に
お
い

て
公
務
扶
助
料
等
を
受
け
る
権
利
を

有
す
る
も
の
に
戦
没
者
の
妻
と
し
て

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

回
、
戦
没
者
の
萎
の
特
別
給
付
金
継

続
分

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
(
初
万
円
)
を
受
け
る
権
利
を

取
得
し
た
者
(
昭
和
同
年
ロ
月

8
a

か
ら
昭
和
初
年
8
月
8
g
ま
で
に
死

亡
し
た
満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊

員
等
の
妻
)
で
あ
っ
て
、
昭
和
田
年

日
月
1
臼
に
お
い
て
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
権
利
を
失
わ
な
か
っ
た
も
の

に
継
続
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
昭
和
田
年
叩
月
1

B
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

『普通貸付~ (ほとんどの方が対象となります)

ご融資額…..運転資金1，800万円以内(改正前1，500万円以内)

設備資金2，700万円以内(1，800万円以内となる場合も

あります)

返済期間……遂転資金5年以内(必婆に応じて 1年以内の据還を

含む)

設備資金10年以内(稜類によって 7年以内)

(必要警に応じて 2年以内の据置を

含む)

利率…………年8.3%(18利率8.3%)

くわ資金の使いみち、業穫によって、各種の融資制度があります。

しくは、係まで電話でお気較にこ相談ください。
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街民金融公庫水戸支1苫密

気
、
が
る
に
相
談
を
グ

(
す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

人
権
法
務

談
所
開
設
(
無
料
)

と

き

十
一
月
二
十
六
日
(
木

午
前
十
時
j
午
後
三
時

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
叫
役
場

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)

0292 (21) 7137 

電
話
を
取
り
次
ぐ
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本

本

*

O
棺
手
と
名
ざ
し
の
人
を
よ
く
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

「
O
Oさ
ん
、
問
中
さ
ん
か
ら
電

話
で
す
」
「
ど
ち
ら
の
?
」
「
さ
あ
・
:
・
」

で
は
、
回
り
ま
す
。
相
手
が
ど
こ
の

回
中
さ
ん
な
の
か
、
よ
く
篠
か
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
の
会
社
に
同

姓
の
人
が
何
人
か
い
る
場
合
は
、
名

ざ
し
を
受
け
た
人
の
係
や
名
前
を
正

し
く
開
い
て
か
ら
、
取
り
次
ぎ
ま
し

ト

J?
っノ。
O
名
ざ
し
の
人
が
出
る
ま
で
は
責
任

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

電
話
を
取
り
次
ぐ
と
き
、
か
け
て

き
た
相
手
の
名
ざ
し
た
人
が
出
る
ま

で
は
素
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
名
ざ

シ
ワ
1
ズ
③

ご
存
知
で
す
か

の
援
劾
問
題

話
宅
前
一
泊
の
マ
ナ

1
0

し
の
人
を
探
す
の
に
時
間
が
か
か
る

と
き
や
、
そ
の
人
が
ほ
か
の
電
話
に

出
て
い
る
と
き
は
、
こ
ち
ら
か
ら
か

け
る
よ
う
に
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
方

法
で
す
。

O
名
ざ
し
の
人
が
不
在
の
と
き
は
適

切
に
応
対
し
ま
し
ょ
、
7
0

名
ざ
し
の
人
が
不
在
の
と
き
は
、

そ
の
理
由
を
相
手
に
告
げ
、
で
き
れ

ば
、
い
つ
ご
ろ
だ
っ
た
ら
連
絡
が
と

れ
る
か
も
知
ら
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ

ぅ
。
「
向
じ
課
の

O
Oで
す
が
、
用
件

を
う
け
た
ま
わ
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

か
」
と
積
極
的
に
た
ず
ね
る
こ
と
も

い
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
伝
一
一
一
日
を
頼
ま
れ
た
と
き
は
、

必
ず
メ
モ
を
と
り
、
要
点
は
反
復
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。(
大
洗
電
報
電
話
局
)

生
命
保
険
料
・
郵
便
年
金
掛
金
の
控
除
申
告
を
/

十
二
月
は
「
年
末
調
整
」
の
月
で

す
。
払
い
込
ま
れ
た
生
命
保
険
料
年

金
掛
金
は
年
額
一

O
万
円
ま
で
所
得

探
徐
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

簡
易
保
検
、
郵
俊
年
金
に
ご
加
入
の

方
は
給
与
所
得
者
の
保
険
料
掛
金
投

除
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
つ
の
保
険
契
約

年
金
契
約
で
一
年
間
に
払
い
込
ん
だ

保
険
料
が
九
、

0
0
0円
を
超
え
る

場
合
は
払
込
証
明
書
の
添
付
が
必
要

で
す
。払
込
証
明
書
は
ご
使
用
中
の
領
収

帳
を
示
し
て
各
郵
便
局
の
窓
口
か
保

険
外
務
員
に
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ

だ
す
ぐ
に
発
行
い
た
し
ま
す
。

月
五
日
(
木
)

昭
和
五
十
七
年
新
年
用
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き

昭
和
五
十
六
年
十

か
ら
発
売
し
ま
す
。

O
寄
付
金
っ
き
お
年
玉
っ
き
年
賀
は

が

き

一

枝

問

十

一

円

O
寄
付
金
な
し
お
年
玉
っ
き
年
実
は

が

き

一

枚

四

十

円

大
洗
町
の
各
郵
便
局
で
発
売
さ
れ

る
枚
数
の
合
計
は
、
一
二
十
九
万
四
千

枚
で
す
が
、
こ
の
う
ち
九
万
八
千
枚

に
は
一
円
の
寄
付
金
が
つ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
寄
附
金
は
、
こ
れ
ま
で
に

全
国
で
約
百
六
十
億
円
に
も
達
し
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
役
立
っ
て
き
ま

し
た
。年
賀
状
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

社
会
福
祉
へ
の
協
力
を
。(
大
洗
郵
便
局
)

(日

成人
人間
病ド
予ツ
防ク
検
こさへ

託少

実
施

っ

て

わ
が
国
の
医
学
は
著
し
い
発
展
と

向
上
を
遂
げ
世
界
で
も
1
・
2
を
争

う
長
寿
菌
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
、
か
ン
・
心
臓

病
・
脳
率
中
な
ど
の
成
人
病
に
よ
る

死
亡
者
は
、
総
死
亡
の
六
割
以
上
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
成
人
病
予
防
対
策
と
し
て
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
と
併
せ
て
健

康
管
理
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
次
に
よ
り

一
白
人
間
ド
ッ
ク
で
成
人
病
予
防
検

診
を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

寸巳

一
、
対
象
大
洗
町
に
住
所
を
有

し
、
昭
和
2
年
1
月
1
日
i
昭
和

同
年
ロ
月
旧
日
ま
で
に
生
れ
た
者

粉
石
け
ん
使
用
講
習
会

日
月
日
日
(
金
)

由
松
公
民
館

午
前
日
時
却
分

土
浦
自
然
を
守
る
会
会
員

奥
井
登
美
子
先
生

。
一
人
一
人
の
力
で
き
れ
い
な
大

洗
の
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

と

き

と
こ
ろ

講時

自市間

で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
者(男
子
の
み
)

ニ
、
人
員
お
名
(
申
込
順
)

一
二
、
申
込
臼
待

日
月
刊
山
日
(
丹
)
j
日
月
刊
日
(
火
)

ま
で
(
申
込
人
員
部
名
に
達
し
次

第
締
切
り
を
い
た
し
ま
す
)

回
、
申
込
場
所
及
び
方
法

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
国
民

健
康
保
険
託
・
料
金
を
持
参
の
上
、

申
込
ん
で
下
さ
い
。

五

、

料

金

一

万

円

(
町
が
ニ
万
円
負
知
県
し
ま
す
)

六
、
検
診
日
日
月
初
日
(
金
)

七
、
検
診
場
所
及
び
施
設

水
戸
市
笠
原
町
字
上
組
側
番
地

茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

青
色
申
告
説
明
会
に
つ
い
て

事
業
、
王
報
酬
(
み
な
し
法
人
制
度
)

青
色
家
族
専
従
者
給
与
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。
事
業
、
五
報
酬
の
取
り
方
に

つ
い
て
、
左
記
に
よ
り
説
明
会
を
行

な
い
ま
す
。

日

時

場

所

日
月
初
日
幽

午
後
1
時
泊
分

商
工
会
二
階
会
議
室

へ
大
洗
町
額
工
会

J

f

大
洗
町
青
色
申
告
会
」

間

12 12 12 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 月
/ / / / / / / / / / / / / / / / / / 
11 10 9 9 8 8 7 3 1 26 24 19 17 16 11 10 10 5 
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す者る害者|寄
成
者する障害者
主壬

りベ 人 後 古着 後後 後 後後 人 禄
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病者串

3 及 7 2 24 歳 7 2 オ 病 及
すす

性ク カ ぴ で力力 で カ 児 カカ 先 てい
A患 でび

のリ 月 母 機 月月
機能
月 誕 月月 誕

機能
者
機能
母

者ン 及 性 ムHレE 1 1 生 1 1 生 及 性
反 ひい 4 回 83 [ij] 1 48 日 8 3 日 図 (f' 閲

象
11 応、 11 オ 復訓
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時 15時15自寺 15 時 15持 15時00時00持 15時00時 15自寺 00 持 15時00時00時 15員寺 00 時00
15分 15分 15分 15分 15分 30分 30分 15分 30分 15分 30分 15分 30分 30分 15分 30分 30分 時

分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 間

一
般
住
民
結
綾
レ
ン
ト
ゲ
ン
追
加
検
診
の
お
知
ら
せ

月日

会

場

時

位戦

局箆
給 f立
笠義
主没

高霊
法まき
等航
等
の
ー援
凱護
5t j去
主怒
っ

て

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

及
び
特
別
給
付
金
支
給
法
等
の
法
律

が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
昭
和
田

年
目
月

1
B
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
「
戦
傷
病
者
の
妻
の
特
別
給
付
金

継
続
分
」
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の

他
の
対
象
者
は
、
役
場
厚
生
諜
民
生

係
へ
申
出
て
下
さ
い
。

一
、
援
護
法
(
準
軍
属
)
の
範
聞
の

拡
大

満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
と

し
て
の
訓
練
を
修
了
し
て
集
団
開
拓

農
民
と
な
っ
た
者
に
よ
り
構
成
さ
れ

た
義
南
部
隊
開
拓
国
の
団
員
で
軍
事
に

関
す
る
業
務
等
に
よ
り
、
傷
病
又
は

死
亡
さ
れ
た
者
に
障
害
年
金
又
は
遺

族
給
与
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

二
、
戦
傷
病
者
の
妻
の
特
別
給
付
金

継
続
介

恩
給
法
に
よ
る
第
4
款
症
(
援
護

法
第
5
款
症
の
も
の
)
の
戦
傷
病
者

の
妻
が
前
回
特
別
給
付
金
を
受
給

し
、
(
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
者
を

含
む
)
昭
和
田
年
目
月
1
日
に
お
い

て
傷
病
恩
給
等
を
受
給
し
て
い
る
戦

傷
病
者
の
妻
に
継
続
し
て
支
給
さ
れ

間
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午
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大
洗
町
水
道
事
務
所
前

12 月

藤

本

塗

装

広

前

(
新
町
)

伊

藤

陶

器

広

前
(
永
町
)

関

忠

前

(
永
町
)

岡

村

整

骨

院

前

(
桜
遊
)

亀

山

魚

活

前(
永
町
)
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月日

場

会

a寺
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午
後

1

・
ω

1

2
・
ω

午
後
2
・
日
山

1
3
・m山

三

津

屋

淵

活

協

同

凶

一

(

北

清

水

)

日

一

前

原

任

宅

内

月
一
松
山
川
公
民
銭
前

ロ
一
大
洗
町
農
協
倉
庫
前

。
実
施
要
項
。

※
該
当
者
は
、
町
内
に
居
住
し
、
昭
和
日

年
4
月
以
降
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

を
受
け
て
い
な
い
満
お
才
以
上
の
者
、

た
だ
だ
し
学
校
及
び
職
場
で
定
期
的
に

毎
年
実
施
し
て
い
る
者
、
結
核
患
者
妊

娠
中
の
者
・

9
月
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

を
受
け
た
者
は
徐
く
)
で
す
。


